
「
女
城
主
の
里
」
恵
那
市
岩
村
町

訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

　
市
で
は
、
西
尾
藩
ゆ
か
り
の
里

と
し
て
友
好
都
市
の
提
携
を
結
ん

で
い
る
岐
阜
県
恵
那
市
岩
村
町
を

訪
問
す
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま

す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の

１８

方
期
日
　
　
月
３
日
抄

１１

集
合
時
間
　
午
前
９
時

集
合
場
所
　
文
化
会
館
南
駐
車
場

帰
着
予
定
時
間
　
午
後
４
時
　
分
３０

内
容
　
い
わ
む
ら
城
下
お
か
げ
祭

見
物
と
町
並
み
散
策

定
員
　
　
人
３０

参
加
料
　
無
料

　
※
昼
食
や
飲
み
物
な
ど
は
各
自

　
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
　
　
月
４
日
晶

１０

　
※
当
日
消
印
有
効
。

申
込
・
問
合
先
　
は
が
き
に
住
所

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
を
記
入
の
上
、
秘
書
課
秘
書

担
当
（
緯
　
・
２
１
７
１
／
〒

６５

　
―
８
５
０
１
住
所
不
要
）
へ
。

４４５は
が
き
１
枚
で
２
人
ま
で
申
し

込
み
で
き
ま
す
。
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
　
月
　
日
晶
ま
で
に
通

１０

１８

知
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
ね
づ

出
張
「
あ
そ
び
の
広
場
」

　
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
が
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
育
児

の
悩
み
を
相
談
で
き
る
「
あ
そ
び

の
広
場
」
を
出
張
開
催
し
ま
す
。

対
象
　
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

日
時
　
　
月
９
日
昌
　
午
前
９
時

１０

　
分
～
　
時
　
分
　

３０

１１

３０

場
所
　
鶴
城
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

わ
か
つ
る
ホ
ー
ル

内
容
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ス

タ
ッ
フ
に
よ
る
手
遊
び
や
ふ
れ

あ
い
遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
な
ど
を
親
子
で
行
い
ま
す
。

育
児
の
悩
み
相
談
も
行
い
ま
す
。

費
用
　
無
料
　

問
合
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

よ
ね
づ
（
緯
　
・
０
１
８
２
）

７７

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
つ
お
も

て
育
児
講
座
の
ご
案
内

対
象
　
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

日
時
　
　
月
　
日
昭
　
午
前
　
時

１０

１０

１０

～
　
時
１１

場
所
　
八
ツ
面
保
育
園
遊
戯
室

内
容
　
一
色
お
話
会
に
よ
る
人
形

劇
定
員
　
　
組
（
先
着
順
）

５０

費
用
　
無
料

申
込
・
問
合
先
　
９
月
　
日
昇
午

２４

前
９
時
　
分
か
ら
直
接
子
育
て

３０

支
援
セ
ン
タ
ー
や
つ
お
も
て

（
緯
　
・
２
６
０
２
／
八
ツ
面

５７

保
育
園
内
）
へ
。
電
話
で
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

市
制
６
０
周
年
記
念
事
業
「
子
育

て
支
援
あ
そ
び
の
広
場
」

　
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
が
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
育
児

の
悩
み
を
相
談
で
き
る
「
子
育
て

支
援
あ
そ
び
の
広
場
」
を
開
催
し

ま
す
。

対
象
　
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

日
時
　
　
月
　
日
松
　
午
前
９
時

１０

１９

　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
い

っ
し
き

内
容
　
①
親
子
で
わ
ら
べ
う
た
　

②
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
　
③
和

太
鼓
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
手
作
り
玩
具
、
手

遊
び
や
ふ
れ
あ
い
遊
び
、
育
児

相
談
な
ど

●
親
子
で
わ
ら
べ
う
た
、
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ

定
員
　
各
　
組
（
先
着
順
）

１５

費
用
　
無
料

申
込
方
法
　
９
月
　
日
昇
午
前
９

２４

時
　
分
か
ら
直
接
子
育
て
支
援

３０
セ
ン
タ
ー
い
っ
し
き
へ
。
電
話

で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

や
つ
お
も
て
（
緯
　
・
２
６
０

５７

２
／
八
ツ
面
保
育
園
内
）

　
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

西
尾
市
幡
豆
歴
史
民
俗
資
料
館

「
は
ず
散
歩
」
写
真
展

　
幡
豆
資
料
館
で
は
、
町
史
編
さ

ん
事
業
で
多
く
の
写
真
を
撮
影
・

収
集
し
て
き
ま
し
た
。
幡
豆
の
四

季
や
祭
り
な
ど
懐
か
し
い
写
真
と

と
も
に
散
歩
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
　
　
月
８
日
掌
ま
で

12

※
祝
日
を
除
く
月
曜
日
、
９
月

　
日
昇
・
　
日
昌
・
　
日
昇

１７

１８

２４

・
　
日
昌
、　

月
　
日
昇
・

２５

１０

１５

　
日
昌
、　

月
５
日
昇
・
６

１６

１１

日
昌
は
休
館
。　

時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
合
先
　
幡
豆
歴
史
民
俗
資
料
館

（
緯
　
・
３
１
０
２
）
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「
女
城
主
の
里
」
恵
那
市
岩

村
町
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー

▼開館時間…午前９時～午後５時　

▼休館日…月曜日。月曜日が祝日の

場合は火曜日も休館　 ▼入場料…無

料　 ▼申込方法…利用する週の月の

６か月前の月始めから直接岩瀬文庫

へ。先着順。電話での申し込み不可。

▼その他…上記の内容は出展者の都

合により変更する場合があります。

期   間 ・ イ   ベ   ン   ト   名

１０月１６日昌午後１時～２０日掌午後
３時…茶の湯・茶懐石の器展

１０月２９日昇午後１時～１１月３日抄
午後４時…福水会　水彩画展

１１月５日昇午後１時～１０日掌午後
４時…ラ・ラ・ブーケ　シャドウボ
ックス作品展

１１月１２日昇午後１時～１７日掌午後
４時…第１３回写々楽写真展

問合先　文化振興課庶務担当
（緯５６・６６６０／岩瀬文庫内）

市
制
　
周
年
記
念

６０

子
育
て
支
援
あ
そ
び
の
広
場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
つ

お
も
て
　
育
児
講
座

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
よ
ね

づ
　
出
張
「
あ
そ
び
の
広
場
」

幡
豆
歴
史
民
俗
資
料
館
　

「
は
ず
散
歩
」
写
真
展



大
人
の
塗
り
絵
教
室

　
「
大
人
の
塗
り
絵
シ
リ
ー
ズ
」

を
教
材
に
、
簡
単
な
色
彩
学
や
画

材
の
使
い
方
を
学
ん
で
、
塗
り
絵

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
　
月
　
日
昌
　
午
後
１
時

１０

１６

　
分
～
３
時

３０
場
所
　
幡
豆
図
書
館
視
聴
覚
室

定
員
　
　
人
１５

受
講
料
　
無
料

講
師
　
日
本
美
術
院
研
究
会
員
　

加
藤
洋
一
郎
氏

申
込
・
問
合
先
　
９
月
　
日
松
か

２８

ら
、
直
接
幡
豆
図
書
館
（
緯
　６２

・
６
５
８
８
）
へ
。　

日
掌
か

２９

ら
は
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
。

岩
瀬
文
庫
連
続
講
座

「
専
長
寺
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」

　
吉
良
町
吉
田
に
あ
る
専
長
寺
阿

弥
陀
如
来
像
は
、
鎌
倉
幕
府
三
代

将
軍
 源
実
朝
 の

み
な
も
と
の
さ
ね
と
も

 菩
  提
 を
弔
う
た
め

ぼ
 
だ
い

に
造
ら
れ
た
像
で
、
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
慶

派
の
力
強
い
作
風
を
示
す
本
像
の

魅
力
や
伝
来
の
謎
に
つ
い
て
美
術

史
の
専
門
家
が
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
５
日
松
　
午
後
１
時

１０

　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
吉
良
町
公
民
館
講
堂

定
員
　
２
０
０
人
程
度

参
加
料
　
無
料

講
師
　
和
歌
山
県
立
博
物
館
館
長
 

伊
東
史
朗
氏

そ
の
他
　
事
前
の
申
し
込
み
は
不

要
で
す
。
講
座
終
了
後
に
現
地

見
学
を
行
い
ま
す
。

問
合
先
　
岩
瀬
文
庫
（
緯
　
・
２

５６

４
５
９
）

日
時
　
　
月
８
日
昇
　
午
後
２
時

１０

～
３
時
　
分
３０

場
所
　
文
化
会
館
会
議
室
３
０
２

（
３
階
）

演
題
　
俳
句
と
私

講
師
　
齋
藤
 朗
  笛
 氏

ろ
う
 て
き

入
場
料
　
３
０
０
円

申
込
・
問
合
先
　
西
尾
文
化
協
会

（
緯
　
・
５
７
５
７
／
文
化
会

５６

館
内
）

お
茶
会
＆
プ
チ
セ
ミ
ナ
ー
付
き

”
赤
い
糸
”
を
見
つ
け
よ
う

　
人
気
お
菓
子
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の

も
ぇ
先
生
に
教
わ
る
ス
イ
ー
ツ
作

り
講
座
と
婚
活
プ
チ
セ
ミ
ナ
ー
で
、

す
て
き
な
出
会
い
を
見
つ
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

対
象
　
　
歳
以
上
で
結
婚
を
真
剣

２０

に
考
え
る
男
女

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
後
２
時

１１

１７

～
４
時
　
分
３０

場
所
　
吉
良
町
公
民
館

定
員
　
男
女
各
８
人

費
用
　
▼
受
講
料
２
０
０
円
　
▼

材
料
費
３
５
０
０
円

講
師
　
尾
崎
敦
子
氏
、
お
菓
子
ク

リ
エ
ー
タ
ー
　
も
ぇ
氏

申
込
期
間
　
９
月
　
日
昭
～
　
日

１９

２９

掌
　
午
前
９
時
～
午
後
８
時
　３０

分
　
※
９
月
　
日
抄
を
除
く
。

２３

申
込
・
問
合
先
　
直
接
吉
良
町
公

民
館
（
緯
　
・
２
１
５
１
）
へ
。

３２

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里
１
０
月

の
催
し

●
米
つ
く
り
衛
　
棚
田
で
稲
刈
り

・
は
ざ
か
け
だ
！

日
時
　
　
月
６
日
掌
　
午
前
９
時

１０

～
正
午

内
容
　
稲
を
手
で
刈
り
、
杭
を
組

ん
だ
 棚
 に
掛
け
ま
す
。

は
ざ

定
員
　
　
人
５０

申
込
開
始
日
　
９
月
　
日
掌

２２

※
９
月
　
日
昇
・
　
日
昌
・
　

２４

２５

３０

日
捷
を
除
く
。

●
米
つ
く
り
詠
　
足
踏
み
脱
穀
を

し
て
み
よ
う
！

日
時
　
　
月
　
日
掌
　
午
前
９
時

１０

２０

　
分
～
正
午

３０
内
容
　
里
山
の
棚
田
に
干
し
て
あ

る
稲
を
足
踏
み
脱
穀
機
で
脱
穀

し
ま
す
。

定
員
　
　
人
５０

申
込
開
始
日
　
　
月
６
日
掌

１０

※
　
月
７
日
捷
・
　
日
昇
・
　

１０

１５

１６

日
昌
を
除
く
。

◆
共
通
事
項

集
合
場
所
　
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

の
里
内
の
棚
田

参
加
料
　
無
料

講
師
　
当
園
職
員

持
ち
物
な
ど
　
作
業
の
で
き
る
服

装
、
長
靴
、
作
業
用
手
袋
な
ど

申
込
・
問
合
先
　
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
（
緯
　
・
０
２
６
６
）

５２

へ
。

そ
の
他
　
小
学
生
以
下
の
お
子
さ

ん
が
参
加
す
る
場
合
は
保
護
者

同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
し
ょ
か
ん
科
楽
ク
ラ
ブ
　

対
象
　
小
学
１
～
３
年
生

日
時
　
　
月
　
日
松
、　

月
　
日

１０

１９

１１

１７

掌
　
全
２
回
　
午
前
　
時
～
　

１０

１１

時
　
分
１５

場
所
　
西
尾
市
立
図
書
館
３
階
会

議
室

内
容
　
科
学
あ
そ
び
と
も
の
づ
く

り
定
員
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

材
料
費
　
１
０
０
円

講
師
　
科
楽
寺
子
屋
　
鈴
木
康
三

氏
申
込
・
問
合
先
　
　
月
５
日
松
か

１０

ら
直
接
西
尾
市
立
図
書
館
（
緯

　
・
６
２
０
０
）
へ
。
６
日
掌

５６か
ら
は
電
話
で
の
申
し
込
み
も

可
。

　
市
で
は
、
大
規
模
な
公
共
施
設

再
配
置
事
業
に
活
用
を
予
定
し
て

い
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間
資
金
や
技
術

力
に
よ
り
公
共
施
設
等
の
設
計
・

建
設
・
維
持
管
理
・
運
営
を
行
う

公
共
事
業
の
手
法
）
の
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

関
心
の
あ
る
地
域
の
民
間
事
業
者

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
　
　
月
８
日
昇
　
午
前
　
時

１０

１０

～
　
時
　
分

１１

３０

場
所
　
市
役
所
　
会
議
室
（
５
階
）

５１

内
容
　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
運
営
主
体

を
地
域
企
業
中
心
に
構
成
す
る

「
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ
バ
イ
ダ
方
式

の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
」
と
呼
ば
れ
る
新
し

い
官
民
連
携
手
法
の
説
明
と
公

共
施
設
再
配
置
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

定
員
　
１
０
０
人

申
込
・
問
合
先
　
　
月
４
日
晶
ま

１０

で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
企
画
政
策
課
公
共
施
設
経
営

室
（
緯
　
・
２
１
５
６
／
死
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 専
 

せ
ん

 長
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ょ
う
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  弥
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  如
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  像
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じ
 

あ
 

み
 

だ
 
に
ょ
 ら
い
 
ざ
 
ぞ
う

大
人
の
塗
り
絵
教
室

お
茶
会
＆
プ
チ
セ
ミ
ナ
ー
付

き〝
赤
い
糸
僑を
見
つ
け
よ
う

い
き
も
の
ふ
れ
あ
い
の
里

　
月
の
催
し

１０

と
し
ょ
か
ん
科
楽
ク
ラ
ブ

公
共
施
設
再
配
置
に
活
用

予
定
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
説
明
会



天
体
観
望
会

　
太
陽
の
黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
、

月
、
金
星
、
天
王
星
、
海
王
星
、

星
団
、
二
重
星
な
ど
が
観
察
で
き

ま
す
。

日
時
と
内
容
　
　
月
５
日
松
・
　

１０

１９

松▼
太
陽
観
望
会
…
午
後
１
時
～

３
時

▼
夜
間
観
望
会
…
午
後
６
時
　３０

分
～
８
時
　
分
３０

参
加
料
　
無
料

そ
の
他
　
①
事
前
申
し
込
み
は
不

要
　
②
夜
間
観
望
会
に
中
学
生

以
下
の
お
子
さ
ん
が
参
加
す
る

場
合
は
、
保
護
者
同
伴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
　
③
悪
天
候
の
場

合
は
中
止
し
ま
す
。
曇
天
な
ど
、

不
明
な
場
合
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

場
所
・
問
合
先
　
寺
津
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
１
１
７
７
）

５８

福
祉

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の
手
当
額

変
更
の
お
知
ら
せ

　
　
年
　
月
分
か
ら
特
別
障
害
者

２５

１０

手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当
、
経
過

的
福
祉
手
当
の
手
当
額
が
変
更
に

な
り
ま
す
。
変
更
後
の
手
当
額
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
８
月
～
　
月
分
の
振
り
込
み
は
、

１０

　
月
８
日
晶
で
、　

月
分
の
み

１１

１０

変
更
後
の
金
額
で
振
り
込
み
ま

す
。
金
融
機
関
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
合
先
　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担

当
（
緯
　
・
２
１
１
３
）

６５

　
筋
肉
や
関
節
な
ど
運
動
器
の
機

能
が
低
下
し
て
い
る
方
、
ま
た
は

そ
の
恐
れ
の
あ
る
方
を
対
象
に
個

人
の
状
況
に
合
わ
せ
た
運
動
の
方

法
を
学
ぶ
教
室
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
昭
和
９
年
４
月
２
日
～
昭

和
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男

２２
性
で
、
次
の
①
～
⑤
の
中
で
３

つ
以
上
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

方
　
①
階
段
を
手
す
り
や
壁
を

つ
た
わ
ら
な
い
と
昇
れ
な
い
　

②
椅
子
に
座
っ
た
状
態
か
ら
何

か
に
つ
か
ま
ら
な
い
と
立
ち
上

が
れ
な
い
　
③
　
分
間
続
け
て

１５

歩
け
な
い
　
④
こ
の
１
年
間
に

転
ん
だ
こ
と
が
あ
る
　
⑤
転
倒

に
対
す
る
不
安
が
大
き
い

日
時
　
　
月
　
日
～
　
年
１
月
　

１０

１６

２６

２９

日
の
毎
回
水
曜
日
　
全
　
回
　

１５

午
後
２
時
～
３
時
　
分
３０

場
所
　
ホ
ワ
イ
ト
ウ
ェ
イ
ブ
　
　
２１

内
容
　
マ
シ
ン
を
使
っ
た
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
定
員
　
８
人
（
先
着
順
）

費
用
　
１
０
０
０
円
（
傷
害
保
険

料
）

申
込
・
問
合
先
　
　
月
４
日
晶
ま

１０

で
に
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
長

寿
課
地
域
支
援
事
業
担
当
（
緯

　
・
２
１
２
０
）
へ
。

６５
そ
の
他
　
事
前
に
健
康
状
態
の
確

認
の
た
め
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
訪
問
し
ま
す
。

特
別
な
病
気
が
あ
る
場
合
は
参

加
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
健

　
　
歳
以
上
の
方
が
イ
ン
フ
ル
エ

６５
ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
る
場
合
、

費
用
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
補
助

し
ま
す
。
予
防
接
種
は
個
別
の
医

療
機
関
で
１
回
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
　
接
種
日
に
　
歳
以
上
の
方

６５

ま
た
は
　
歳
以
上
　
歳
未
満
で

６０

６５

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能

ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
機
能
（
い
ず
れ

も
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
相
当

の
障
害
）
に
障
害
の
あ
る
方

接
種
期
間
　
　
月
１
日
昇
～
　
月

１０

１２

　
日
昇

３１
接
種
場
所
　
市
内
の
医
療
機
関

※
実
施
し
な
い
医
療
機
関
も
あ

り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

個
人
負
担
金
　
１
０
０
０
円

※
医
療
機
関
の
窓
口
で
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
低
所
得
者
減

免
に
該
当
す
る
方
は
無
料
。

●
低
所
得
者
減
免
対
象
と
接
種
時

　
に
必
要
な
書
類
　

▼
生
活
保
護
世
帯
…
高
齢
者
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
用

生
活
保
護
世
帯
証
明
書
（
福
祉

課
で
発
行
）

▼
住
民
税
非
課
税
世
帯
…
高
齢
者

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接

種
用
住
民
税
非
課
税
証
明
書

（
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
総
務

管
理
課
で
発
行
。
同
一
世
帯
以

外
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
委

任
状
が
必
要
で
す
）

問
合
先
　
西
尾
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
０
６
６
１
）
、
吉
良

５７

保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
３
０

３２

０
１
）
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特
別
障
害
者
手
当
な
ど
の

手
当
額
変
更
の
お
知
ら
せ

天
体
観
望
会

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
の
費
用
を
負
担
し
ま
す

▼各種手当の金額

変 更 後変 更 前種別手  当  名  称

３２，９３０円３３，１１０円Ａ種

特別障害者手当 ２７，１３０円２７，３１０円Ｂ種

２６，０８０円２６，２６０円Ｃ種

２１，０８０円２１，１８０円Ａ種

障害児福祉手当 １５，３３０円１５，４３０円Ｂ種

１４，１８０円１４，２８０円Ｃ種

１５，３３０円１５，４３０円Ｂ種経過的福祉手当

市制６ ０周年記念

市民公募事業
１０１ ０ 月月のイベント

●「月に舞う邦楽の夕べ」

　～和楽器の生演奏と舞踊～

　伝統芸能の和楽器（小鼓、篠笛、三

味線）の音色が胸に響き、満月の月明

かりに連れ舞う日本舞踊の美しさをぜ

ひご鑑賞ください。

日時　１０月１９日松　午後６時開演

場所　旧近衛邸　庭園野外ステージ

　※雨天の場合は西尾小学校体育館。

定員　 １５０ 人

入場料　 ２ ，５ ０ ０ 円

入場券販売場所　西尾文化協会・ジャ

ックス（文化会館内）、旧近衛邸など

問合先　花柳（緯５６・４０２５／寄住町）

記念事業全体に関する問合先
　企画政策課企画担当（緯６５・２１５４）

男
性
の
た
め
の
こ
ろ
ば
ん
教
室



「
楽
し
く
脳
ト
レ
・
筋
ト
レ
教
室
」

　対
象
　
市
内
在
住
の
方

日
時
　
　
月
　
日
昭
・
　
日
昭
・

１０

１０

１７

　
日
昭
・
　
日
昭
、　

月
７
日

２４

３１

１１

昭
・
　
日
昭
　
全
６
回
　
午
後

２１

１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
第

(

４
・
５
集
会
室
 
３
階)
 

内
容
　
前
半
は
ボ
ー
ル
を
使
っ
て

筋
ト
レ
な
ど
を
行
い
、
後
半
は

ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
し
て
脳
ト
レ

を
行
い
ま
す
。

定
員
　
　
人
３０

参
加
料
　
１
２
０
０
円
（
材
料
費

を
含
む
）

　
※
初
回
に
集
め
ま
す
。

講
師
　
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
会
員

申
込
・
問
合
先
　
９
月
　
日
昇
か

２４

ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
西
尾

市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
０

５７

６
６
１
）
へ
。

募
集

不
要
に
な
っ
た
本
を
募
集
し
ま
す

　
　
月
　
日
松
・
　
日
掌
に
開
催

１０

２６

２７

す
る
「
第
８
回
に
し
お
本
ま
つ
り
」

で
、
本
を
無
料
で
お
譲
り
す
る

「
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
」
を
行
い

ま
す
。
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
の
た

め
の
本
を
募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間
　
９
月
　
日
掌
～
　
月

２９

１０

　
日
抄

１４
受
付
場
所
　
西
尾
市
立
図
書
館
１

階
カ
ウ
ン
タ
ー

そ
の
他
　
漫
画
や
雑
誌
、
汚
れ
た

本
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
先
　
西
尾
市
立
図
書
館
（
緯

　
・
６
２
０
０
）

５６
市
立
看
護
専
門
学
校
の
専
任
教
員

を
募
集

採
用
職
種
・
募
集
人
員
　
専
任
教

員
　
１
人
程
度

受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２
日

４３

以
降
生
ま
れ
で
、
次
の
①
と
②

の
ど
ち
ら
に
も
該
当
す
る
方

①
ア
ま
た
は
イ
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

　
ア
…
看
護
師
と
し
て
５
年
以
上

　
　
業
務
に
従
事
し
た
方

　
イ
…
看
護
大
学
（
看
護
学
部
、

　
　
大
学
院
を
含
む
）
の
卒
業
生

　
　
で
教
育
に
関
す
る
科
目
を
履

　
　
修
し
、
一
つ
の
専
門
領
域
に

　
　
３
年
以
上
従
事
し
た
方

　
②
看
護
師
ま
た
は
専
任
教
員
等

　
　
の
業
務
か
ら
５
年
以
上
離
れ

　
　
て
い
な
い
方

採
用
予
定
日
　
　
年
４
月
１
日

２６

試
験
日
　
　
月
　
日
捷

１０

２８

提
出
書
類
（
各
１
通
）
　
①
受
験

申
込
書
　
②
自
己
紹
介
カ
ー
ド

③
受
験
票
　
④
学
業
成
績
証
明

書
　
⑤
卒
業
証
明
書
　
⑥
看
護

師
免
許
証
の
写
し
　
⑦
専
任
教

員
養
成
講
習
会
を
修
了
し
た
方

は
修
了
証
の
写
し
　
⑧
身
体
検

査
書
（
身
長
、
体
重
、
視
力
、

尿
、
血
圧
、
胸
部
Ⅹ
線
、
診
察

所
見
）　

　
※
募
集
要
項
、
受
験
申
込
書
、

　
自
己
紹
介
カ
ー
ド
、
受
験
票

　
は
看
護
専
門
学
校
に
用
意
。

　
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

　
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
　
９
月
　
日
昇
～
　
日

１７

３０

捷
　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
５

３０

時
。
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
。

申
込
・
問
合
先
　
提
出
書
類
を
持

参
の
上
、
直
接
市
立
看
護
専
門

学
校
（
緯
　
・
８
８
０
０
）
へ
。

５４

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可
。

「
高
齢
者
趣
味
の
作
品
展
」
作
品

募
集

出
品
資
格
　
市
内
在
住
で
　
歳
以

６０

上
の
方

開
催
期
日
　
　
月
　
日
昭
・
　
日

１１

１４

１５

晶
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
４

３０

時
　
※
　
日
は
午
後
３
時
ま
で
。

１５

場
所
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

あ
い
ホ
ー
ル
、
第
６
集
会
室
、

技
能
習
得
室
（
４
階
）

種
目
　
書
（
半
紙
以
上
）
、
手
芸
、

民
芸
、
ち
ぎ
り
絵
、
絵
画
、
工

芸
、
短
歌
、
俳
句
、
写
真
、
そ

の
他
（
盆
栽
な
ど
）

出
品
料
　
無
料

申
込
期
間
　
９
月
　
日
昇
～
　
月

１７

１０

　
日
晶

２５
申
込
・
問
合
先
　
出
品
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
（
緯
　
・
５
９

５６

０
０
／
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

へ
。
出
品
申
込
書
は
、
同
協
議

会
に
用
意
。

そ
の
他
　
①
作
品
は
出
品
者
が
創

作
し
、
新
作
で
未
発
表
の
も
の

に
限
り
ま
す
　
②
出
品
数
は
１

人
１
点
。
（
短
歌
・
俳
句
は
２

点
ま
で
可
）
２
種
目
以
上
の
出

品
は
不
可
　
③
即
売
品
の
出
品

数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
他

「
市
長
と
語
る
市
政
懇
談
会
」
を

開
催
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
市

長
が
直
接
話
し
合
う
市
政
懇
談
会

を
開
催
し
ま
す
。
市
長
を
は
じ
め

市
の
幹
部
職
員
が
、
各
地
区
に
お

け
る
意
見
や
要
望
を
伺
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

開
催
日
・
場
所
な
ど
　
左
表
の
と

お
り

開
催
時
間
　
午
後
６
時
　
分
～
８

３０

時
　
分
３０

問
合
先
　
秘
書
課
広
聴
担
当
（
緯

　
・
２
１
６
０
）

６５

楽
し
く
脳
ト
レ
・
筋
ト
レ
教
室

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

１１ 平成２５年９月１６日号広報

高
齢
者
趣
味
の
作
品
展

作
品
募
集

市
立
看
護
専
門
学
校
の
専

任
教
員
を
募
集

不
要
に
な
っ
た
本
を
募
集

「
市
長
と
語
る
市
政
懇
談

会
」
を
開
催

地区（中学校区）場　　　所期 　日

福　地福地ふれあいセンター９月２６日昭

西　尾市役所５１会議室（５階）９月３０日捷

鶴城＜米津・西野町＞米津ふれあいセンター１０月３日昭

鶴城＜八ツ面・鶴城＞八ツ面ふれあいセンター１０月８日昇

平　坂西尾勤労会館１０月１８日晶

寺　津寺津ふれあいセンター１０月２５日晶

東　部室場ふれあいセンター１０月２９日昇

※鶴城地区はかっこ内の小学校区に分けて開催します。
　一色・吉良・幡豆・佐久島地区は８月に開催しました。



　
市
で
は
、
高

齢
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
交
通
事

故
を
減
少
さ
せ

る
た
め
、
運
転

免
許
証
を
自
主

的
に
返
納
す
る

　
歳
以
上
の
方

７５に
次
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
「
車
の
運
転
に
不
安
を
感
じ
て

い
る
が
、
運
転
免
許
証
を
身
分
証

明
書
と
し
て
利
用
し
て
い
る
の
で

手
放
せ
な
い
」
と
お
考
え
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象
　
次
の
全
て
を
満
た
す
方
　

①
西
尾
市
に
住
民
登
録
し
て
い

る
　
歳
以
上
の
方
　
②
　
年
　

７５

２４

１０

月
１
日
以
降
に
有
効
期
限
内
の

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た

方
支
援
内
容
　
①
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
（
顔
写
真
あ
り
）
の
無
料

交
付
　
②
六
万
石
く
る
り
ん
バ

ス
無
料
乗
車
証
（
３
年
後
の
年

度
末
ま
で
有
効
）
の
贈
呈

持
ち
物
　
①
返
納
手
続
き
を
済
ま

せ
た
運
転
免
許
証
　
②
官
公
署

が
発
行
し
た
①
以
外
の
身
分
証

明
書
（
健
康
保
険
証
、
年
金
証

書
、
年
金
手
帳
な
ど
）

申
請
方
法
　
西
尾
警
察
署
交
通
課

で
運
転
免
許
証
返
納
手
続
き
を

行
っ
た
後
、
市
役
所
交
通
対
策

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
　
①
必
ず
本
人
が
申
請
し

て
く
だ
さ
い
　
②
警
察
署
で
返

納
手
続
き
を
行
っ
た
時
点
で
免

許
が
無
効
に
な
り
ま
す
の
で
、

そ
の
後
は
自
動
車
の
運
転
が
で

き
ま
せ
ん
。

問
合
先
　
交
通
対
策
課
交
通
対
策

担
当
（
緯
　
・
２
１
０
７
）

65

ご
み
散
乱
防
止
市
民
行
動
週
間

　
市
で
は
、
市
内
の
環
境
を
美
化

し
て
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る
た

め
、
毎
年
　
月
１
日
～
７
日
を

１０

「
ご
み
散
乱
防
止
市
民
行
動
週
間
」

と
し
て
い
ま
す
。
自
宅
の
周
り
や

町
内
で
の
一
斉
清
掃
な
ど
を
行
い
、

ご
み
の
な
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
期
間
中
、
次
の
と
お
り
施
設
を

開
場
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
家
庭
系
ご
み
は
１
０
０
手

ま
で
無
料
で
処
分
で
き
ま
す
。

▼
　
月
５
日
松
・
６
日
掌
…
ク
リ

１０ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
緯
　
・
８
１

３４

１
２
）
、
平
原
地
区
最
終
処
分

場
（
緯
　
・
２
１
０
６
）

５２

▼
　
月
６
日
掌
…
吉
良
地
区
最
終

１０処
分
場
（
緯
　
・
３
６
３
６
）

３２

問
合
先
　
ご
み
減
量
課
ご
み
減
量

担
当(

 
緯
　
・
２
１
８
３
／
水

６５

道
庁
舎
内)

 

情情 報報 通通 信信

教育相談・乳幼児教室

　「音に反応しない」「呼んでも

振り向かない」「１歳半を過ぎて

も言葉が出ない」など、お子さん

のことで悩んでいる方、一度相談

してみませんか。また、産科等で

出生児に実施している「新生児聴

覚スクリーニング」についての相

談にも応じます。相談や聴力測定

は無料です。気軽にお問い合わせ

ください。 ▼申込・問合先／電話

またはファクスで県立岡崎聾学校

教育相談（緯０５６４・４５・２８３０／胃

０５６４・４５・６２４８／岡崎市西阿知和

町）へ。

日曜公証（遺言、離婚契約など）

相談所を開設

▼日時／１０月６日掌　午前９時～

午後４時 ▼場所／西尾公証役場

（花ノ木町３丁目３　丸万ビル３

階） ▼相談内容／①遺言、離婚・

金銭貸借・借地・借家・任意後見

契約などの公正証書の作成　②会

社設立の定款や外国提出書類など

の認証 ▼相談料／無料 ▼問合先／

西尾公証役場（緯５４・５６９９）

　里親養育体験発表会の開催

　さまざまな事情で、家庭で暮ら

すことのできない子どもたちが多

数います。県では、こうした子ど

もたちが家庭的な環境の中で愛情

に包まれながら暮らせるように

「里親委託」を推進しています。

多くの方に「里親養育」について

知っていただくために、実際に活

動している里親さんが体験発表を

します。ぜひ、ご参加ください。

事前の申し込みは不要です。 ▼日

時／１０月６日掌　午前１０時３０分～

正午 ▼場所／岡崎げんき館多目的

室（岡崎市若宮町） ▼内容／里親

およびヘルパー制度の説明、養子

縁組型里親の体験発表、養育型里

親の体験発表 ▼問合先／西三河児

童・障害者相談センター（緯０５６４

・２７・２７７９／県立岡崎聾学校内／

岡崎市明大寺本町）

国の教育ローンのご案内

　高校、大学等への入学時・在学

時にかかる費用を対象とした公的

な融資制度です。お子さん１人に

つき ３ ０ ０ 万円以内を、固定金利年

２．５５％（母子家庭または世帯年収

 ２ ０ ０ 万円（所得 １ ２ ２ 万円）以内の

方は２．１５％　利率はいずれも８月

９日現在）で利用でき、在学期間

内は利息のみの返済とすることが

できます。詳しくはコールセンタ

ーにお問い合わせください。 ▼問

合先／日本政策金融公庫　教育ロ

ーンコールセンター（緯０５７０・００

８６５６（ナビダイヤル）または緯０３

・５３２１・８６５６）

広広報報平成２５年９月１６日号 １１２２

緯
緯 ２

緯 ２
緯 ２

里親養育体験発表里親養育体験発表会会

催催しし 国の教育ローンのご案国の教育ローンのご案内内

そのその他他

日曜公証（遺言、離婚契約など）日曜公証（遺言、離婚契約など）相相
談所を開談所を開設設

相相談談

県立岡崎聾学県立岡崎聾学校校
教育相談・乳幼児教教育相談・乳幼児教室室

相相談談

ご
み
散
乱
防
止
市
民
行
動
週
間

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の

自
主
返
納
を
支
援
し
ま
す


